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　８月15日（月）今年は庁舎耐震工事の為、母校である天川小学校
を会場に開催し、今年成人される20人中15人（男性８人・女性７人）
が出席されました。
　厳粛に式典が行なわれる中、車谷村長祝辞に続き、銭谷議長、
中西教育委員長から温かい祝福の言葉が贈られました。

　このあと、成人者を代表して中山歩さんが、「今日まで見守って
くれた地域の方々、先生、家族に感謝し、これからは社会人の一員
として鋭意努力していきたい」とお礼の言葉を述べられました。
　記念撮影の後は懇親会に移り、同級生や恩師の方々と懐かしい
時間を過ごしました。また、思い出の写真をプロジェクターで紹介
し、それぞれ思い出に浸りました。

20歳の抱負
〇�天川村を離れて５年が経ちました。村を離れて改めて天川村の良さに気付きました。自然がいっぱ
いで、温かい人ばかりの天川村が私は大好きです。何かあったら天川に帰りたいなと思います私に
とって天川村は自慢の地元です。
○将来、村で住み、村で働きたいです。
○天川村を世界に伝える！

あなたにとって天川村とは？
○自然と優しい地域の人たちに恵まれて生まれ育った自分を幸せに思います。
○自然に恵まれた、私の心のふるさとです。星がきれいで、実家に帰るとリフレッシュできます。
○�12年間受けてきた天川村の教育において地域との繋がりや伝統を大切にした方針が受け継がれて
いる誇り高い故郷

　「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

2016年　天川村成人式

　ご成人されました皆さん、本当におめでとうございます。これからの人生を、精一杯歩んで

いってください。また、いつでもこのふるさと天川村に帰ってきてくださいね！

村長挨拶

中山歩さん　成人代表謝辞

乾　　杯 懇　親　会
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　リオパラリンピックに初の出場を決めた西崎哲男さんの壮行会が村立体育館で開かれ、村長が激励
のため出席しました。
　壮行会には地元の方や村外の方、同級生等の200人近くもの人が駆けつけ、大いに盛り上がりまし
た。西崎さんの本大会での目標は「140Kgを持ち挙げる」で、本大会を通して2020年の東京大会で
メダルを目指したいと話されました。西崎さんの活躍を祈ります。

西崎哲男さん壮行会

集合写真 母校洞川中学校生による垂幕

村長による激励 寄せ書き

同級生からの花束贈呈 太鼓の演奏 会場全体図
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差別をなくす村民集会

　平成２８年度「差別をなくす村民集会」が７月２２日（金）山村開発センター大ホールで開催さ
れ、大変暑い日でありましたが１０８名の村民の皆様が参加されました。
　毎年７月は「差別をなくす強調月間」としてあらゆる差別の撤廃に向けた運動が展開されておりま
す。その中で毎月１１日は「人権を確かめ合う日」として奈良県市町村同和問題啓発活動推進本部連
絡協議会により提唱され活動が展開されており、本集会もその一環として開催いたしました。
　車谷重高村長の開会挨拶の後、奈良県知事よりのメッセージの朗読、天川村議会より銭谷春樹議長
と吉野郡（東）人権同和教育推進協議会植林友衛会長よりご祝辞を頂きました。
　記念公演は、
『互いを活かし、共に生きる』　をテーマに
田中ゆか＆伊藤ひろしさんの「うたとハープ」トーク＆コンサートで誰にも分かりやすい人権講演会
を開催しました。
　集会を通して、もともと絆の深い天川村にあって、隅々まで光が届き、村民一人一人が輝く思いや
りにあふれた村社会の実現により、あらゆる差別の撤廃を目指す思いを参加者一人一人が認識してい
ただけた事と思います。
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　皆さんの周りで高齢者や障害者に対する差別、いやがらせ、虐待などの人権侵害が起きて
いるのでは・・・と思うことはありませんか？
　法務省の人権擁護機関では、一人一人の人権が尊重され、高齢者や障害者の皆さんが毎日
安心して暮らすことができるよう、高齢者及び障害者の人権に関わる様々なご相談をお受け
します。相談は無料で秘密厳守ですので、お気軽にご利用ください。

１　日　　時　　　平成２８年９月５日（月）から９月１１日（日）まで
　　　　　　　　　・９月５日（月）から９月９日（金）まで
　　　　　　　　　　午前８時３０分から午後７時まで
　　　　　　　　　・９月１０日（土）・９月１１日（日）
　　　　　　　　　　午前１０時から午後５時まで

２　電話番号　　　☎０５７０－００３－１１０
　　　　　　　　　※�電話をおかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局に

つながります。
　　　　　　　　　※携帯電話・ＰＨＳは使用可。ＩＰ電話使用不可。

３　相　談　員　　人権擁護委員及び法務局職員

４　問い合わせ　　奈良地方法務局人権擁護課（☎0742-23-5457）まで

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間について
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　２０歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入
することもそのひとつです。みなさんの中には、「年金なんて先のことだから
まだ関係ない。」なんて思っている人はいませんか？

　国民年金は、日本に住んでいる２０歳から６０歳までのすべての人が加入し
て、やがて誰にも訪れる老後の生活保障だけでなく、万が一の障害や死亡とい
った不慮の事故などにより私たちの生活の安定が損なわれることのないよう、
みんなで前もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。

　自営業者・学生・フリーターの人（第１号被保険者）などが２０歳になった
ときは、役場住民課で国民年金加入の手続きが必要です。また、厚生年金や共
済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されている配偶者の人（第３号被保
険者）が２０歳になったときは、第２号被保険者の勤務先を経由して加入の手
続きを行うことになります。

　少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していますが、基礎年金の半
分は国庫負担で賄われているため、現在２０歳の人も納付した保険料以上の年
金が受け取れます。さらに賃金や物価の変動に合わせて年金額が改定されます
ので大変有利です。ただし、加入の手続きや保険料の納め忘れがあると年金が
受け取れないこともありますので、「あのときに・・・」と後悔する前に必ず
国民年金の加入手続きを取りましょう！

　なお、学生の人や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場合は、「学生納
付特例」や「若年者納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度があります
ので、役場住民課で国民年金の加入手続きと併せて申請してください。

住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内１６５）

２０歳になったら『国民年金』
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９月１日から天の川温泉センター
大規模改修工事を実施します

洞川温泉センターの休館日の変更について

　天の川温泉センターは大規模な改修工事を実施するため、平成28年９月１日から平成29年
３月31日まで休館致します。
　ご不便をおかけしますが、工事期間中は洞川温泉センター、天川薬湯センターみずはの湯を
ご利用下さい。

・天の川温泉センター大規模改修工事の概要
　施設の内装改修、屋根全面葺き替え、露天風呂・内風呂改修、機械室改修、
　各設備の改修及び増設、薪ボイラー棟の増築

　洞川温泉センターは平成28年９月１日から12月28日までの間と、平成29年１月２日から
３月31日までの間は無休で営業致します。（12月29日から１月１日までは休館します。）
　これは、天の川温泉センター大規模改修工事実施に併い、温泉利用を希望される方への特例
として実施するものであり、平成29年４月１日以降は従来どおり毎週水曜日（水曜日が祝日の
場合は翌日）を休館日と致します。
　ぜひご利用下さい。

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

９月17日（土）10：00〜15：30
みたらい渓谷で軽いハイキングをしながら観察。
野鳥のかわいい姿を「じっくり」見てみましょう！珍しい鳥もみれるかも？
（※小雨決行）
【講　　師】日本野鳥の会　奈良支部　幹事　揉井　千代子	
【集合場所】天川村役場  【定　員】30名　【時　間】10：00～15：30
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具・双眼鏡　【参加費】2,000円（小中学生半額）

みたらい渓谷バードウォッチングツアー
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による
体操やストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高め
ます。みなさまのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評を頂いております「脳のトレーニング教室」を開催しますので、
みなさまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約１０分程度でできる自宅教材があります。
　♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、
　　気軽に取り組んでいただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
≪統一標語≫
・・・・・　１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　・・・・・
　９月は、朝夕の気温の変化が大きく、夏の疲れも顔を出しはじめる等、体調の
変化が起こりやすい季節ですので、より一層の注意をお願いします。
　ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施しています。
健康づくりに関する資料なども用意できますので、みなさんお気軽にご利用くだ
さい。

　　毎年９月24日～９月30日は、結核予防週間となっております。
　　・せきが２週間以上続く
　　・痰が出る
　　・急に体重が減った
　　・からだがだるい
　　このような症状が続いたら、結核かもしれません。
　　結核を疑わせる症状がある時は医療機関を受診しましょう。
　　＜問い合わせ先＞吉野保健所健康増進課感染症係（☎：0747－64－8132）

運動機能向上教室のお知らせ 

脳のトレーニング教室のお知らせ　

９月は「健康増進普及月間」です！　～健康寿命をのばそう～

９月24日～９月30日は「結核予防週間」です！　

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：９月23日（金）〜翌年３月までの毎週金曜日　10時35分〜12時
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

○参加対象：天川村に住民票がある６５歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：９月下旬～翌年３月までの毎週金曜日
　　　　　　９時３０分～１２時　※お１人の学習時間は３０分程度です。
○会　　場：ほほえみポート天川　２階　
○参加費用：毎月　５００円
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※�９月23日に、参加者説明会の開催を予定していますので、参加を希望される方は説明会にぜひ
ご出席下さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

休　　診

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 木	 　診察（松村医師）	 診察（西尾医師）		  不　燃

	 2	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 3	 土		

	 4	 日		

	 5	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 6	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 7	 水	 診　　察	 診　　察		

	 8	 木	 休　　診	 　診察（西尾医師）		  資源２

	 9	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 10	 土

	 11	 日	

	 12	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 14	 水			 

	 15	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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休　　診

休　　診

休　　診

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　　（敬老の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　　（秋分の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　９月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金				    燃　焼

	 17	 土		

	 18	 日		

	 19	 月		

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃　焼

	 21	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 22	 木

	 23	 金				    燃　焼

	 24	 土

	 25	 日

	 26	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 27	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 28	 水	 診　　察	 診　　察	

	 29	 木	 　診察（松村医師）	 診察（西尾医師）		  不　燃

	 30	 金				    燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室（説明会）
運動機能向上教室　10：35～

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～
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　これまで任意予防接種であった「Ｂ型肝炎ワクチン」が今年の10月１日から定期接種に加わることとなりま
した。
　なお、接種の対象となる方に関しましては、個別通知でお知らせいたします。

　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金につきましては、ほほえみポート天川内、健康福祉課で「第10回特別弔
慰金」を昨年４月１日から平成30年４月２日まで受け付けております。
　現在県等において審査中で、昨年早めに申請された方の「国債」が届いている状況です。
　まだの方はもうしばらくお待ちください。これから申請される方は審査に１年以上かかるそうです。請求期
間を過ぎると受け取ることができなくなるのでご注意ください。
　お問い合わせは　天川村健康福祉課　☎６３－９１１０

　本年度の社会福祉大会は都合により、11月に開催させていただきます。
　毎年９月に開催しております、社会福祉大会ですが今年度は、都合により11月14日（月曜日）に開催の予
定です。午後からの演芸については、昨年好評だった大衆演劇の「劇団さむらい」の出演を予定しています、
ご期待下さい。

10月１日から「Ｂ型肝炎ワクチン」の定期予防接種が開始されます

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　　☎６３－９１１０

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金について

○接種対象年齢…平成28年４月１日以降に生まれた０歳児～１歳になるまで
○接 種 回 数…３回 （注 ：１歳になるまでに３回の接種を終える必要があります）
○接 種 間 隔…１回目接種後、27日以上の間隔をおいて２回目を接種。
　　　　　　　　第１回目の接種から１３９日以上の間隔をおいて３回目を接種します。
＊これまでに任意予防接種で接種された回数も含め、今後の接種回数が決まります。

社会福祉大会について
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　平成28年度において、天川村が入札により発注する施業放置林整備事業に係る作業員登
録を行います。参加される方は、「提出書類」に記載している関係書類を添えてお申込み
ください。但し、１組３人以上のグループでないとご参加できませんので、ご注意ください。

記

１．登録対象　　①　天川村に住所登録がある７５歳未満の方で、
　　　　　　　　　　税の滞納のない者
　　　　　　　　②　天川村内の事業者であれば会社名として登録も可能

２．受付期間　　平成28年９月１日 ～ 平成28年９月30日

３．提出書類　　下記「提出書類」を参照

４．提出方法　　持参もしくは郵送

５．注意事項　　�提出書類の記載事項、添付書類に不備がないように十分精査のうえ期日
までにご提出ください。提出書類の内容と事実が相違していることが後
日判明した時には、入札参加資格を取り消すことがありますのでご注意
ください。

６．お問い合わせ・提出先
　　〒６３８－０３９２　吉野郡天川村大字沢谷６０番地
　　天川村役場　森林政策課　農林係　☎６３－０３２１（内線130・131）

【提出書類】
◆ 森林整備事業委託に係る競争入札参加資格審査申請書（作業員登録申請書）　
◆ 森林整備作業経歴書（提出日から３年ほど遡っての経歴）
◆ 作業員全員の平成２７年度分納税証明書の写し
　（事業者の場合は、会社の納税証明書を提出してください。）
◆ チェーンソーの安全講習修了証の写し
◆ 森林安全管理作業員の修了証

　※作業員登録申請書・森林整備作業経歴書は森林政策課でお渡しします。
　※グループ内で最低限１人は奈良県主催の森林整備安全管理研修会に参加さ
　　れている必要があります。

施業放置林整備事業　作業員登録のお知らせ



13

この映画の元となった柴田トヨさんの詩集「くじけないで」を教育委員会事務局、洞川公民
館、ふるさとセンターつどいで貸出中です。ご希望の方はお気軽にお声かけ下さい。

　平成28年７月14日（木）に、天川村山村開発センター大ホールにおいて、天川村人権教育推進協
議会総会を開催しました。
　約70人の参加者があり、主催者（植林友衛会長）挨拶及び来賓（車谷重高村長、堀井義信村議会
議員）祝辞の後、今年度の事業計画（案）・予算（案）等すべての議案が承認されました。
　総会終了後、人権学習として、ベストセラー詩集の作者柴田トヨさんの半生を描いた映画「くじけ
ないで」を鑑賞しました。

２０１６度天川村人権教育推進協議会総会

　９月１日は「防災の日」です。
　「防災の日」は台風、高潮、津波、地震等の災害についての認識を深め、それらの災害に対処する
心構えを準備するためとして、昭和35年（1960年）に制定されました。また「防災の日」を含む
１週間（８月30日から９月５日まで）が「防災週間」と定められています。 
　「防災の日」及び「防災週間」では、全国各地で防災訓練や防災意識を高め、防災知識を普及・啓
発するための行事等が行われています。この機会に自分の周囲で起こる可能性がある災害や、身の回
りの危険な箇所、また避難場所や避難経路等を確認して、災害にしっかり備えましょう。

防災 てんかわ
第50回
◆ ９月１日は「防災の日」！ ◆
～ひとりひとりが防災意識を高めよう～
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　平成２７年１０月に初めて２名の協力隊員が着任し、平成２８年８月現在、地域政策関係４名、健康
福祉関係１名、森林政策関係１名の計６名の隊員が在籍しています。
　各部署の業務を行いながらも全員が意志の疎通をはかり、協力し合いながら協力隊独自の活動も行っ
ています。
　・「天和の里」特産品のサポート
　・「天和の里」で天川幼稚園児を招いてさつま芋の植え付け体験
　・直売所「てん」のサポート
　・耕作放棄田の開墾
　・「いきいき百歳体操」の啓蒙活動及び実施
　・バイオマス事業のサポート　など
　�　そんな地域おこし協力隊の活動を、次号の「広報てんかわ」より皆さんに紹介していきたいと思い
ます。

地域おこし協力隊後左から「伊藤」「板谷」「平田」
手前左から「神庭」「幸家」「板垣」です。

天川村地域おこし協力隊だより　①
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I N F O R M A T I O N

①�
自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　

�

随
時
（
試
験
日
の
数
日
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
）

試
験
日

〔
男
子
〕

　

平
成
28
年
10
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、
身

体
検
査

※�

規
程
の
採
用
数
に
達
し
た
場
合
は
、
試
験

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②�

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
採
用
・
総
合
選

抜
採
用
、
一
般
採
用
任
期
制
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

〔
推
薦
採
用
試
験
、
総
合
選
抜
採
用
試
験
〕

　
平
成
28
年
９
月
５
日（
月
）～
９
月
８
日（
木
）

〔
一
般
採
用
試
験
〕

　
平
成
28
年
９
月
５
日（
月
）～
９
月
30
日（
金
）

試
験
日

〔
男
子
〕　
　

〔
推
薦
採
用
試
験
〕

　

平
成
28
年
９
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

〔
総
合
選
抜
試
験　

一
次
試
験
〕

　

平
成
28
年
９
月
24
日
（
土
）

〔
一
般
採
用
試
験　

一
次
試
験
〕

　

平
成
28
年
11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

試
験
会
場

〔
推
薦
採
用
試
験
・
総
合
選
抜
採
用
試
験
〕

　

防
衛
大
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

〔
一
般
採
用
試
験　

一
次
試
験
〕

　

�

奈
良
県
内
（
会
場
が
確
定
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

試
験
種
目

※�

各
試
験
種
目
で
試
験
内
容
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※�
総
合
選
抜
採
用
試
験
及
び
一
般
採
用
の
二

次
試
験
の
詳
細
は
各
一
次
試
験
の
合
格
発

表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

　

五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12　

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
に
関

す
る
相
談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
有
れ
ば
、
い

つ
で
も
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

普
及
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
１
１
０
番
で

は
な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
の
＃
９
１
１
０

を
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
窓
口　
☎
０
７
４
２
︱
23
︱
２
２
０
８

　

も
し
く
は　

＃
９
１
１
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
２
︱
24
︱
０
８
７
４

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

９
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

９
月
13
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部
会
）

　

９
月
28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２　

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８　

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会　

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

人
生
80
年
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

生
涯
を
明
る
く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
は
県
民

す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

に
い
た
る
ま
で
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。　
　
　

開
催
日
時

　

10
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
予
定
）　

参
加
無
料

開
催
場
所

　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　

橿
原
市
小
房
町
11
︱
５　
　

　

☎
０
７
４
４
︱
29
︱
１
３
０
０

内
容

　

①�

歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
お
よ

び
個
人
の
表
彰

　

②
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

③
フ
ッ
化
物
塗
布

　

④
講
演
（
県
民
公
開
講
座
）　

　
　

講
師
：
野
村
忠
弘
（
柔
道
家
）

　

⑤
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と

※�

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
に
つ
き

ま
し
て
は
申
込
が
必
要
で
す

フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
の
お
申
込
み

　

フ
ッ
化
物
塗
布
（
満
３
～
12
歳
児
対
象　

　

先
着
２
０
０
名　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
）

　

お
も
し
ろ
実
験
（
満
７
～
12
歳
児
対
象　

　

先
着
50
名

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
）

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

　

�

平
成
28
年
度
な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

　
�

平
成
28
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

～
９
月
11
日
は

　

「
警
察
相
談
の
日
」
～
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お し ら せ

　
�

１
名
に
つ
き
１
枚
の
「
往
復
は
が
き
」

で
、
住
所
・
電
話
番
号
・
お
子
様
の
氏

名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
１
名
で
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」

と
「
お
も
し
ろ
実
験
」
の
両
方
を
申
し
込

む
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
往
復
は
が
き

を
ご
使
用
下
さ
い
。
10
月
中
旬
ま
で
に
採

否
の
ご
返
信
を
致
し
ま
す
。

宛
先

《
９
月
８
日（
木
）～
９
月
23
日（
金
）》

　

〒
６
３
０
︱
８
０
０
２

　

奈
良
市
二
条
町
２
︱
９
︱
２

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会

　

�

な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

　

�

「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
係
ま
た
は
「
お
も
し

ろ
実
験
」
係　

宛

主
催　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務
局　

　

担
当　

事
業
係　

中
川
・
杉
本

　

☎
０
７
４
２
︱
33
︱
０
８
６
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
34
︱
１
２
７
９

　

患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る
乗
務
員

の
方
に
必
要
な
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
及

び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬

送
乗
務
員
基
礎
講
習
」
と
、
そ
の
知
識
及
び

技
能
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
患
者
等
搬
送
乗
務
員
定
期
講
習
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
基
礎
講
習
】
（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
）

開
催
日
時

　

平
成
28
年
11
月
５
日
・
６
日　
　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
消
防
学
校

　

宇
陀
市
榛
原
下
井
足
17
︱
２

※�

は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
資
格

期
限
切
れ
の
方

【
定
期
講
習
】
（
両
日
と
も
定
員
50
名
）

①
開
催
日
時

　

平
成
28
年
11
月
10
日　

　

午
前
９
時
～
午
前
12
時

開
催
場
所

　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
︱
１

②
開
催
日
時

　

平
成
28
年
11
月
11
日　
　
　

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所

　

奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
八
条
５
丁
目
４
０
４
︱
１

※�

平
成
26
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
又
は
定
期

講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
が
対
象
。
２
年
以

内
に
１
回
以
上
受
講
す
る
こ
と
で
資
格
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

平
成
28
年
10
月
３
日
～
10
月
19
日
ま
で

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

�

会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

【
対
象
者
お
よ
び
費
用
】

　

�

①
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
の
認

定
を
受
け
て
い
る
患
者
等
搬
送
事
業
所
の

従
業
員

　

�

②
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
患

者
等
搬
送
事
業
所
と
し
て
の
認
定
申
請
を

予
定
し
て
い
る
方
及
び
そ
の
従
業
員

　

③
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

【
申
込
方
法
】

・�

６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱
帽
、
正

面
、
上
半
身
の
写
真
（
横
２.

５
㎝
×
縦

３
㎝
）
を
２
枚
持
参
下
さ
い
。

・�

最
寄
り
の
消
防
署
（
奈
良
市
、
生
駒
市
を
除

く
）
で
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

・
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・
救
急
部

　

☎
０
７
４
４
︱
26
︱
０
１
１
６

・
下
市
消
防
署　

救
急
課　

救
急
係

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

① ② ③ ④

　

�

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習

及
び
定
期
講
習
の
ご
案
内

地域福祉ボランティア基金
金、100,000円

中越　道　下　和　代  様
（亡夫、敏之様ご供養として）

ありがとうございました
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　暑い夏、子ども達は土や水に親しみながら、保育所や幼稚園で泥んこ遊びや感触遊び、

しゃぼん玉遊び、プール遊び等、夏でしか味わえないいろいろな遊びを楽しんでいます。

水が苦手だった子ども達も少しずつ慣れ、その子なりの楽しみ方で遊ぶ姿に成長を感じます。

保育所・幼稚園だより

夏の遊び満喫しています

寒
天
遊
び

「
わ
ー
。
に
ゅ
る
に
ゅ
る
し
て
る
ー
」

みんなでプール！楽しいね。
「僕、顔をつけることができ
るようになったよ。」「私はも
ぐれようになったよ！」など
と自信がついてきた子ども達

楽しいフィンガーペインティング



村のうごき

７月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成28年９月１日発行　通巻475号

2016年７月31日現在（　）内は前月との比較

今
月
の
　
天
川
人

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
■URL：http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  ■E-mail：tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,506人（－３）	 男　708人（－２）	 女　798人（－１）	 世帯数　698戸（－１）

44.09トン	　前月比：167.96％　	前年同月比：102.20％

「天川人」で取材をさせていただく方を募集しています。自薦・他薦を問いませんので、役場広報係までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場　広報係　☎63−０３２１

002.33トン	　前月比： 45.87％　	前年同月比： 42.29％

7.41トン	　前月比：158.33％　	前年同月比：112.79％ 001.75トン	　前月比： 76.09％　	前年同月比： 80.28％

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
等
に
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
方
に
、

地
域
の
様
々
な
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の

生
活
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
域
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
取
組
で
す
。

　

天
川
村
は
昨
年
10
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
招
い
て
お
り
、
今
回
は
天
川
村
に

来
て
く
れ
た
、
協
力
隊
の
方
々
に
普
段
の
活
動
や
お
気
持
ち
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々

　
伊い
と
う藤

　
成な
る
き樹

さ
ん

　
主
に
地
域
政
策
課
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
て
ん
の
お
店

に
立
っ
た
り
、
年
齢
や
地
域
の
問
題
で
、
て
ん
に
自
分
で
野

菜
を
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
方
の
分
を
集
荷
に
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
昨
年
の
お
み
や
げ
大
賞
も
担

当
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
今
後
も
色
々
な
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
天
川
に
来
て
、
毎

日
楽
し
く
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
幸こ
う
け家

　
恭き
ょ
う
こ子

さ
ん

　
地
域
政
策
課
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
時
に
お
手
伝
い
し
た

り
、
て
ん
に
入
っ
た
り
、
畑
仕
事
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
の
ブ
ロ
グ
も
神
庭
さ
ん
と
よ
く
更
新
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
認
知
度
も
ひ
く
い
で
す
が
、
協
力
隊
や
村
の
や
っ

て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
天
川
で
の
生
活
は
今
の
と
こ
ろ
言
う
こ
と
無
し
で
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
神か
ん
ば庭

　
愛あ
い

さ
ん

　
今
は
畑
で
作
業
を
し
て
い
た
り
、
他
の
人
が
忙
し
く
な
っ

た
時
に
代
わ
り
に
て
ん
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
他
の
協
力
隊

の
手
伝
い
に
回
っ
た
り
、
ま
た
手
伝
っ
て
貰
っ
た
り
と
、
サ

ポ
ー
ト
に
回
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
他
に
も
協
力
隊
の
ブ
ロ

グ
を
よ
く
更
新
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
協
力
隊
同
士
の
雑

談
の
中
で
や
り
た
い
こ
と
を
話
し
た
り
も
し
て
、
そ
う
い
う

の
を
実
現
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
平ひ
ら
た田

　
肇は
じ
めさ

ん

　
一
つ
は
天
和
の
里
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
や
、
土
曜
日

な
ど
に
お
客
さ
ん
が
来
た
と
き
の
案
内
な
ど
を
務
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
の
メ
イ
ン
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
開
墾
し

て
い
る
畑
の
作
業
に
な
り
ま
す
。
元
々
天
川
に
来
る
と
き
か

ら
畑
と
か
飲
食
業
を
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
今
そ
れ
を

や
れ
て
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
通
年
の
出
荷
が
見

込
め
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
整
備
し
て
い
る
段
階
で
す
。

　
板い
た
が
き垣

　
洋ひ
ろ
しさ

ん

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
主
体
と
し
た
高
齢
者
の
介
護
予
防

と
な
る
体
力
作
り
・
健
康
作
り
や
、
学
童
保
育
や
保
育
園
の

手
伝
い
と
い
っ
た
こ
ど
も
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
と
学
童
の
交
流
会
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。
今
や
っ

て
い
る
こ
と
を
広
げ
て
い
く
の
が
大
変
だ
と
は
感
じ
て
い

て
、
百
歳
体
操
で
あ
れ
ば
今
来
て
い
な
い
人
を
ど
う
取
り
込

も
う
か
と
い
っ
た
所
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
板い
た
や谷

　
宏こ
う

太た

さ
ん

　
入
っ
て
一
ヶ
月
く
ら
い
な
の
で
す
が
、
基
本
的
に
森
林
組

合
の
方
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
山
に
入
っ
て
調
査
を

し
た
り
、
作
業
用
の
道
具
を
造
っ
た
り
技
術
的
な
こ
と
も
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
転
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
が
、
山

歩
き
に
も
慣
れ
て
登
る
と
き
に
小
走
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
普
段
も
気
分
良
く
過
ご
し
仕
事
も
出
来
て
い

て
、
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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